
平成 28年度 清須学推進事業に係る実績報告 

１ 目的 

■ シビックプライドの醸成及びその牽引役の育成。 

「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成 28 年２月策定）[関係箇所抜粋] 

基本目標①「地域資源とシビックプライドを核として活力あるまちをつくる」 ⇒ 施策②「シビックプライドの醸成と人材の育成」に位置づけ 

“清須とは何か”について、地域の歴史や文化を体系的に理解することを通じて、シビックプライドの醸成
を図るとともに、その牽引役として、観光や教育等の分野で、幅広く地域で活躍できる人材を育成するため、
「清須学講座（仮称）」を開設します。また、同講座修了者の自発的・継続的な地域の活力向上と魅力発信

のための活動を促すため、「清須学歴史マイスター（仮称）」として認定する仕組みを設けます。 

 

２ 実績 

 

時 期 ８月         ９月         10 月         11 月         12 月         １月         ２月         ３月 

会 議  

行 事  

 ①清須学開講記念シンポジウム ②清須学講座 ③清須検定 

会 場 清須市春日公民館 大ホール（600 席） 清洲市民センター等（キリンビール名古屋工場等） 清洲市民センター 201 集会室 

概 要 [第１部]基調講演（60 分） 小和田 哲男 氏（静岡大学名誉教授） 

[第２部]パネルディスカッション（60 分） 

コーディネーター     内田 俊宏 氏（中京大学客員教授）  

アドバイザー         小和田 哲男 氏（静岡大学名誉教授） 

パネリスト        山田 功 氏（中日信用金庫理事長） 

加藤 富久 氏（郷土史家） 

原田 幹 氏（愛知県教育委員会文化財保護室主査）  

[第１講]「清須の歴史の魅力」 小和田 哲男 氏       （88） 

[第２講]「朝日遺跡」     原田 幹 氏         （76） 

[第３講]「清須城・城下町」  鈴木 正貴 氏        （69） 

[第４講]「美濃路」      加藤 富久 氏・毛利 孝一 氏 （74） 

[第５講]「フィールドワーク（清洲城界隈）」   ガイドボランティアの会   （59） 

[第６講]「現代」       山本 武司 氏        （53） 

※ （ ）の数字は出席者数 

受験者数：34 名（出願者 35 名） 

平均点：71.5 点 

合格基準点（80 点）以上：９名 

 

３ まとめ 

■ 事業初年度として、シンポジウムによって機運醸成を図ったことで、当初定員 40 名を想定していた清須学講座受講者は 95 名（受講申込者は 100 名）にのぼった。 

■ 清須検定の受験者 34 名（出願者は 35 名）のうち、９名が合格基準点を超えており、シビックプライドの牽引役の育成という事業目的に鑑みて、事業成果を挙げることができた。 

■ 平成 29 年度以降においては、初年度に整備した事業基盤を活用しつつ、講座開催のあり方等を一部更新しながら事業を継続する。（詳細は「資料４」） 

参考資料１ 

参考 

 重要業績評価指標（KPI） 基準値 目標値 

清須学講座（仮称）の受講者数（累計） ― 
（平成 28 年度から事業開始予定） 

160 人 

清須学歴史マイスター（仮称）の認定者数（累計） ― 
（平成 28 年度から事業開始予定） 

40 人 

 

 

議題 

・基本的方向性 
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議題 

・基本的方向性 

 

 

議題 

・マイスター制度 

 

 

議題 

・マイスター認定 

・平成 29 年度方針 
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